
 

 

 

 

 

 

 

明けましておめでとうございます 

 

少年補導委員の皆様をはじめ関係諸機関の方々には、旧年中は青少年の健全育成につきまして、 

ご理解ご協力をいただき、深く感謝いたします。本年も同様に、よろしくお願いいたします。 

さて、今年は巳（み）年です。（巳）を動物にあてはめると（蛇）になりますが、古来、蛇は

信仰の対象となっており、谷神（やとのかみ・谷や低湿地を司る）、豊穣神、天候神などとして

崇められてきました。祭祀や祀りごとの（祀）に巳が用いられているのは、「祀」とは自然神を

祀ることをいい、自然神の代表的な神格が巳（蛇）だったからです。また、蛇は、脱皮をするこ

とから、「新たな挑戦や変化に前向きになる」といわれるほか、「復活と再生」を連想させ、餌を食

べなくても長く生きることから「神の使い」として崇められ、全国各地に蛇神を祀っている神社が

あります。巳の特徴は、「探究心と情熱」。蛇は執念深いとされていますが、「恩を忘れず、助けて

くれた人には恩返しをする」といわれています。今後、子どもたちが、激しく変化する社会環境を

生き抜くためにも、「物事の善悪をしっかり判断し、探究心と情熱、恩を忘れない心を持ち、正しい

道へ大きく成長してもらいたい」と願っています。青少年育成センターとしても、青少年の心に寄

り添いながら、地域の方々や、関係諸機関との協力体制を強固なものとし、安心・安全なまちづ

くり、成熟した社会環境の整備に努めていきたいと考えております。その環境の中で、青少年が

健やかに大きく成長することができる実りある１年にしたいと思っています。 
 

◇ 倉敷市少年補導委員連絡会１２月地区研修会 ◇      

昨年１２月に４地区において研修会を行いました。警察署生活安全課や健全育成対策室 対策

第二係から、昨年の岡山県・倉敷市の補導状況や年末から年始にかけて留意すべきことなどを、

詳しく説明していただきました。さらに、中学校区に分かれてのワークショップでは、各中学校

地区ともに活発な意見や情報交換がなされ、大変有意義な研修会となりました。今後の補導活動

に生かしていただければと思います。      各地区研修会の様子↓ 
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 令和 ７年 １月１４日（火） 

倉敷市青少年育成センター  

（Tel 426-3861 Fax 421-6018）    



◇ 補導状況 ◇  

補導状況ですが４～１２月の補導件数は、２１１件［12.３１現在］（前年度２０９件）で増加しています。地

区の研修会でも報告させていただきましたが、非行の実態として低年齢化・深夜化の傾向が見られま

す。本年度は、児島・玉島地区において高校生の遅刻声掛けが多くありました。中学校周辺は概ね落ち

着いた状況ですが、小学生の遅刻登校が微増しており心配しています。また、学校からの捜索依頼が

多数あり、学校へ行きづらい児童・生徒の増加が気になります。３学期の始まりにあたり、生活のリズム

を取り戻せないままの児童・生徒、金品やメールに関するトラブルに巻き込まれていないか、子どもた

ちの動向が心配です。また、就職や進学を控えた生徒や、高校を中途退学した有職・無職の少年たち

の心に寄り添った声かけを心がけていきたいと思っています。さらに最近では、ＳＮＳなどインターネット

を介して知り合った人と、行動を共にするという少女の事件が相次いでいます。少年たちの動きが見え

にくくなってきている現状もあります。アンテナを高くし、周囲の大人たちが変化に気づくことがさらに重

要になってきていると感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ✰ 倉敷市少年補導委員連絡会１月研修会にご参加をお願いいたします! 
本年度の１月研修会を、１月１８日（土）13:30～ ライフパーク倉敷において実施します。１２月中旬に案内を

配布していますので、詳細は案内をご覧ください。今回の講師は、作陽学園高等学校、校長・サッカー部

総監督 「野村 雅之」氏です。今までの教育活動、サッカー部の指導を通じて、どのような声掛けや、育成
方法で子どもたちが変わり、成長していったかを、詳しくお話をしていただく予定です。 

 

 

 

 


